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「動く環境教室」 ではこんなことをしますコラム

　県民に身近な地域での環境学習の機会をより多く

提供するため、 県が平成11年度から民間で活躍す

る環境ボランティアの群馬県環境アドバイザー、 環

境カウンセラー、 NPO法人に委託し、 環境教育事

業を行っています。 身近な環境問題のテーマの環境

学習会をより多く行うことで、 県民の環境問題に対す

る関心を高め、 環境保全活動への参加促進を図りま

す。

　地球温暖化問題から自然観察会、 川の生き物調べ、

ごみ減量策など、 毎年多くの企画が寄せられ、 県の事

業として適当であると認められた企画を採用して、 県と

実施主体との委託契約で実施しています。

　平成22年度までの12年間で、 延べ301団体に委託

し、 1,004回の講座で約５万１千人の県民の方に参

加していただきました。

　今後も県内各地で様々な事業が実施され、 多くの

県民が地域での環境学習へ参加することが期待され

ます。

第１節　環境教育 ・環境学習の推進による環境倫理の向上
１　地域環境学習

第５章　すべての主体が参加する環境保全の取組

すべての主体が、 環境保全に関する自らの責務や役割を認識し、 参画する社会をつくります

　エコムーブ号は、 屋根に太陽光発電パネルを設置し、

様々な環境学習機材を積んだ移動環境学習車です。

燃料は天然ガスで、 環境にもやさしい車です。

　地球温暖化をはじめ、 水の汚れ、 大気の汚れなど

を調べる実験やごみのリサイクル、 水生生物の観察

などの器具もそろっています。 学校や公民館、 イベ

ント広場などが、 環境教室に早変わりして、 楽しく体

験しながら学習できます。

２　エコムーブ号

　「動く環境教室」 は、 依頼を受けて小学校、 中学校、 各種環境イベントに環境サポーターとエコムーブ号が訪

問します。 ６つのテーマ （①水の汚れを調べてみよう②地球が暖かくなる仕組みを調べてみよう③自動車から出

るガスの汚れを調べてみよう④ごみについて調べてみよう⑤松の葉で大気の汚れを調べてみよう⑥ダイオキシン

の発生源を調べてみよう） から上限３つまでを選んでいただきます。

　③のテーマでは、 ガソリン車、 ディーゼル車、 天然ガス車、 人の呼気に含まれる二酸化窒素量を試薬を使って

比べます。 結果が試薬の赤さではっきりと出てきます。 加えて排ガスの少ない車の勉強もします。 ⑤のテーマは、

顕微鏡を使って松葉を観察します。 大気が汚れていると、 松葉は気孔が全体的に黒く、 そうでないものは気孔が

鮮明に見えます。 子ども達が一人ずつ顕微鏡をのぞき、 その違いを確かめることができます。 自分たちの目で見

て、 感じられるので子どもたちも興味を持って取り組めます。

　身近な環境学習の機会として 「動く環境教室」 を是非御利用ください。

● 「動く環境教室」 に関する問合せ ・申込先 ：環境サポートセンター　電話027－226－2827

エコムーブ号

顕微鏡を使っての　観

察活動

平成22年度実施状況平成22年度実施状況

●　委託数　　　29件 （応募数35件）

●　講座数　　　62回

●　参加者延べ　2,237人

平成22年度実施状況 （計75件）平成22年度実施状況 （計75件）

●　学校　　　　　　　　　　　　 56件

●　行政機関　　　　　　　　　　　5件

●　環境アドバイザーなどの団体　 14件

第５章　すべての主体が参加する環境保全の取組
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第２部　ぐんまの環境

児童文化センター環境冒険隊 （前橋市） の取組 （事例紹介）コラム

　こどもエコクラブは、 幼児から高校生までなら誰でも

参加できる環境活動のクラブです。 ２人以上の子ど

もと、 子どもたちをサポートする１人以上の大人でクラ

ブをつくることができ、 県がこのクラブの活動を支援

しています。

　環境省のバックアップのもと全国で取り組まれており、

全国大会も開催されています。 （平成23年度より日

本環境協会が運営） 群馬県では平成８年からこども

エコクラブが結成されています。 平成22年度の登録

状況及び事業状況は次のとおりです。

（1） 群馬県こどもエコクラブ学習会

　県内のエコクラブが一堂に会し、 合同体験学習や

交流会を行いました。 平成22年度は県内２ヶ所で開

催しました。

　第１回

　ア　日時 ：平成22年７月24日 （土）

　イ　場所 ：おおさる山の家 （前橋市）

　ウ　参加者 ： 54名

　エ　プログラム ： 林の生き物と植物観察、 水生昆虫

観察、 水遊びなど

　第２回

　ア　日時 ：平成22年８月21日 （土）

　イ　場所 ：群馬県立尾瀬高等学校 （沼田市）

　ウ　参加者 ： 81名

　エ　プログラム ： 野菜の収穫と昆虫採集及び観察、

水生昆虫観察、 片品川での水泳

（2） 群馬県こどもエコクラブ交流会

　県内各クラブの１年間の活動成果を発表し、 相互

の交流を図るため、 交流会を行いました。

　ア　日時 ：平成23年２月５日 （土）

　イ　場所 ：新町文化ホール （高崎市）

　ウ　内容 ：

　　ａ　ネイチャーゲーム

　　ｂ　活動発表 （７クラブ）

・ 河中クラブ （前橋市）

・ Earth Angels （前橋市）

・ まなやんず （伊勢崎市）

・ 金古エコクラブ （高崎市）

・ 前橋市児童文化センター環境冒険隊

（前橋市）

・ 元総社エコクラブ 「わんぱく探検隊」

　 （前橋市）

・ 前橋市立岩神小学校緑の少年団 （前橋市）

ｃ　壁新聞展示 （11クラブ）

・ なんきつこどもエコクラブ （前橋市）

・ 河中クラブ

・ しらさわエコキッズクラブ （沼田市）

・ まなやんず

・元総社エコクラブ 「わんぱく探検隊」

・ 前橋市児童文化センター環境冒険隊

・ スター☆クラブ

・ Earth Angels

・ 高崎北小エコクラブ地球防衛隊

・金古エコクラブ

・前橋市立元総社北小学校

ｄ　尾瀬の自然教室

　群馬県尾瀬保全推進室職員の講演

３　こどもエコクラブ

　「児童文化センター環境冒険隊」 は、 前橋市内の小 ・中

学生のメンバーが児童文化センターをはじめとする様々な

場所の自然環境を調べています。 そうした中で、 自然環

境と生き物の関わりや環境を守ることの大切さを学んでい

ます。 平成22年度は、 発足して16年目を迎え、「冒険隊」

にふさわしい自然の中の遊びも取り入れ、 楽しく活動しまし

た。 他にも、 山、 川、 田畑での生き物観察、 空気や川の

汚れ調べ、 研究所での見学会、 中央前橋駅でのガム取り

清掃活動を行ったりしました。 たくさんの専門の先生の指

導のもと、 環境のことを専門的に考えるチャンスとして頑張

って活動しています。

平成22年度の登録状況平成22年度の登録状況

●　クラブ数　　45クラブ

●　会員数　　　4,382名

●　サポーター　358名

冬の昆虫の生活調べ
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南雲の里緑の少年団の取組～ふもとまでヒメギフチョウがたくさん舞う南雲の里をめざして～コラム

　群馬県では、 平成18年３月に 「群馬県環境学習推進

基本指針」 を策定しました。

　これは、「群馬県環境基本条例」（平成８年） や 「環境

の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関

する法律」（平成15年） 等に基づき、 県内における環境

教育・環境学習が、 関係者の連携、 協力により、 一層

体系的かつ総合的に推進できるよう指針を定めたもので

す。

【環境学習の目標】

　環境に関心をもち、「人と環境」 の関係について総合

的かつ科学的な理解を深め、環境に責任と誇りをもって、

主体的に行動できる人を育てる。

【環境学習を効果的にする３つの視点】

①環境への関心を高める

②正しい知識を習得する

③自ら考える態度を養う

【５つの基本方針】

○成長段階に応じた体系的な環境学習

○さまざまな場面における多様な環境学習 （家庭、学校、

職場、 地域）

○現実を知り、 体験を重視した主体的な環境学習

○科学的な理解に基づく総合的な環境学習

○関係者の交流・連携による効果的な環境学習 （県民、

事業者、 NPOボランティア団体、 行政）

　環境学習の推進にあたっては、 関係者が、 共通の認

識に立って、 連携、 協力して取り組んでいくことが大切

です。

　緑の少年団は、 緑と親しみ緑を守り育てるなどの活

動を通して、 自然を愛し人や社会を愛する心豊かな

人間に育てることを目的に、 県内の小学校を中心に

組織された団体であり、 現在341団体、

約６万人の子どもたちが活動しています。

　その活動は、 森林の働きや鳥や昆虫の観察などの

学習活動、 社会に貢献する心構えを養う奉仕活動な

ど様々ですが、 県では広くこの活動を支援することを

通じて森林環境教育を推進しました。

４　群馬県環境学習推進基本指針

５　緑の少年団

県植樹祭での植樹活動

　赤城山の西のふもと、 南雲の里緑の少年団 （渋川市立南雲小学校）

では、 絶滅が心配されている県天然記念物 「ヒメギフチョウ」 の保護活

動を中心とした様々な環境学習に取り組んでいます。 地元の保護団体の

方を講師に招き、 通称 「赤城姫」 とも呼ばれるヒメギフチョウの生態につ

いて全校学習会で学ぶことから始め、 ヒメギフチョウとその生息環境を守

るために、 保護を訴える看板を立てたり、 拾ってきたドングリから苗を育

てて山に植樹したりしています。 また、 食草となるウスバサイシンやカタクリが増えるように、 地元の大勢の方が里

山の下草刈り作業に汗を流している様子を取材に行くなど、 ヒメギフチョウを中心とした様々な活動を行っています。

　この他、 花壇や休耕地への花の植栽活動や、 渋川市の苗木配布会

で緑の募金活動に協力するなど、 幅広い取組を行っている南雲の里緑

の少年団の優れた活動は高く評価され、 平成22年度 「みどりの奨励賞

（参議院議長表彰）」 を受賞し、 第34回全国育樹祭において、 全国の緑

の少年団を代表して活動発表を行いました。 今後も一層充実した活動

展開が期待されています。

（全国育樹祭での活動発表の様子）

第５章　すべての主体が参加する環境保全の取組
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第２部　ぐんまの環境

　小中学校や地域などにおける環境学習や環境活動を

総合的に支援するため、 平成15年度に環境サポ－トセン

タ－を開設しました。

　センタ－では、 環境学習や活動に関する質問や相談

の受付、 情報提供・発信、 エコム－ブ号の運営、 環境

アドバイザ－やこどもエコクラブの活動支援、 住宅用太陽

光発電設備補助金の受付・審査等の業務を行っていま

す。

〔概要〕

・ 設置場所　群馬県環境政策課温暖化対策室内

・設備等　　エコムーブ号、 実験器具等

（1） ぐんま環境森林フェスティバル

　「ぐんま環境森林フェスティバル」 は循環型社会の

実現に向けて、 環境森林問題の現状や取組などを

楽しく、分かりやすく 「学び」、「考える」 ことを目的に、

県をはじめ関係団体等で構成する 「ぐんま環境森林

フェスティバル実行委員会」 が主催し、 開催してい

るものです。 平成17年度からは 「森と木のまつり」 と

も連携し、 第12回目を迎えました。 また、 平成20年

度からは会場を県内各地に移し開催しています。

（平成22年度の開催状況について）

・ 開催日　平成22年10月24日 （日）

・ 場　所　前橋市　群馬産業技術センター

・来場者数　約7,000人

・ 内　容　新エネルギー ・ 自然エネルギーに関する

展示、 企業 ・団体等の出展、 高校生に

よる環境への取組紹介、 自然素材を使

った創作体験や各種イベント等

（2） 森と木のまつり

　「森と木のまつり」 は、 森林が有する機能や、 県内

林業 ・木材産業、 山村の文化 ・産業などを紹介し、

多くの人々に山村の魅力や役割などを理解していた

だくとともに、 相互の交流を通じて、 木材産業及び

山村地域の活性化を図るためのイベントです。

　森林事務所等が、 他の行政機関や各種団体と協

力して実行委員会を作り、 県内各地域で開催してい

ます。

（3） 群馬県環境賞顕彰

　県民の環境意識の高まりと環境活動へのより一層

の参加を促進するため、 環境分野において優れた

実践活動、 調査研究活動、 自然保護等に顕著な功

績があった県民や事業者等に対して、 群馬県環境

賞 （環境特別功績賞 ・ 環境功績賞） を授与するも

のです。

　平成22年度の受賞者 （環境功績賞） は次のとおり

です。

６　環境サポ－トセンタ－

７　ぐんま環境森林フェスティバル ・森と木のまつり ・環境賞

平成22年度の利用状況平成22年度の利用状況

● 「動く環境教室」 エコム－ブ号利用　75件

●住宅用太陽光発電設備補助金受付　3,557件

表２－５－１－１　森と木のまつり　平成22年度の
　　　　　　　　　開催状況について

事務所名 渋　川
利根
沼田

桐　生 富　岡 藤　岡

開催日 ８/7 8/8 11/7 11/22 11/23

来場者数(人) 1,200 5,070 3,800 9,600 3,000

表２－５－１－２　群馬県環境賞受賞者(環境功績賞)

氏 名 又 は 団 体 名 功績分野

なんきつ子どもエコクラブ 環境保全 ・創造

しらさわエコキッズクラブ 環境保全 ・創造

奈良富男 環境保全 ・創造

髙橋利宏 環境保全 ・創造

前橋市立元総社北小学校
環境保全 ・創造 ・野

生生物保護

西倉内町第一みのり会

西倉内町第二みのり会

環境美化、 ごみ減量

化 ・再生利用等

新井信雄
環境美化、 ごみ減量

化 ・再生利用等

円明宜男
環境美化、 ごみ減量

化 ・再生利用等

神宮開 自然保護

須永幸一 自然保護

高崎猟友会 野生生物保護

東町猟友会 野生生物保護
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第３回群馬銀行環境財団教育賞コラム

　群馬銀行環境財団教育賞は、 県内の小 ・中 ・中等教育 ・高等 ・特別支援学校の中で、 環境にかかわる優れ

た実践を行っている学校を表彰するもので、 平成20年度から実施されました。 この賞は、 群馬銀行環境財団が

平成５年から19年まで、 後援していた群馬県環境教育賞を引き継ぐ形で立ち上げられた賞です。

第３回最優秀賞校及び活動名

　○高崎市立馬庭小学校 「馬庭小　地球温暖化防止大作戦」

　○前橋市立箱田中学校 「歩み続けるグリーンカーテン活動」

　　～親しみある環境作りと地域との環境意識の連携を目指して～

　○群馬県立大泉高等学校微生物バイオ研究部 「割り箸を使ったキノコ

栽培」

　　～地域循環型リサイクルの確立をめざして～

箱田中学校のグリーンカーテンの様子

　衛生環境研究所では感染症 ・ 食中毒などの衛

生 ・ 医療及び水 ・ 大気などの環境保全に関する調

査研究を実施しています。

　環境分野では、 平成18年度から温泉を含めた水環

境保全に重点を置き、 水環境 ・温泉研究センターを

設置して研究を進めています。

　平成22年度に実施した主な調査研究のテーマは、

表2─5─1─3のとおりです。

８　調査研究の推進

表２－５－１－３　衛生環境研究所における主な調査研究

調査研究テーマ 内　　　　容

１
地域住民と協働した多自然川づくり指標に

関する研究

地域住民が川づくりについて自分の意見を数値で表現でき、 希

望する河川環境を視覚的に把握可能な 「多自然川づくり指標」

を地域住民 ・土木技術者と協働して作成した。

２
含有微量金属元素を指標にした地下水流

動モデルの改良に関する研究

地下水中の微量金属元素に着目して地下の透水係数を予測し既

存の地下水流動モデルを改良することで、 これまで実用が難し

かった環境フィールドの地下水流動を予測する。

３
未調査要監視項目の県内河川流出状況に

ついて

公共用水域の要監視項目であるエピクロロヒドリン、クロロホルム、

ホルムアルデヒドおよびフェノールの県内河川流出状況調査を

行った。

４
利根川における有機フッ素化合物の流出状

況に関する研究

環境残留性及び生物蓄積性が高い有機フッ素化合物の分析方

法を確立し、 県内利根川における流出状況を調査した。

５
群馬県における大気中微小粒子状物質の

汚染特性に関する研究

夏季と冬季に前橋、 伊勢崎及び沼田の３地点で微小粒子状物質

（PM2.5） の濃度及び成分の分析を行った結果、 前橋と伊勢崎は

環境基準年平均値を超過、 沼田は同基準と同程度であることが

把握できた。

６
高濃度光化学オキシダントの出現特性に関

する研究

光化学オキシダントの観測データを解析し、 高濃度事象の発生

状況や出現特性を明らかにする。

第５章　すべての主体が参加する環境保全の取組




